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研究成果の概要（和文）：　本研究では、これまであまり積極的な学術交流が見られなかった観光史および鉄道
史の研究者計10名が協働し、観光と鉄道のあいだに看取される相互性についての考察を行った。10名のこれまで
の研究実績を踏まえて「戦前期東アジア」という考察範囲を設定し、計画どおり当初の2年間は各メンバーが個
別研究を行った。
　最終年度には、計画どおり研究活動の総括として公開シンポジウムを開催し、各個別研究の接続を試みた。シ
ンポジウムは、「観光と政策」、「観光と鉄道」、「観光と外地」のセッションに分けて行われ、戦前期東アジ
アにおいて観光と鉄道は、それぞれの特性を拡張させながら相互補完的に進展していったことが明らかにされ
た。

研究成果の概要（英文）：In this study, ten researchers studying tourism history and the history of 
railways――between which fields there has thus far been little proactive academic exchange――
collaboratively investigated the perceived reciprocity between tourism and railways. On the basis of
 the research accomplishments of the ten researchers, it was decided that the investigation would 
focus on “prewar East Asia,” and in accordance with the plan the members carried out individual 
studies for the first two years.
In the final year, in accordance with the plan, a public symposium was held to review the research 
activities, and attempts were made to form links between individual studies. The symposium was 
divided into the sections “Tourism and Politics,” “Tourism and Railways,” and “Tourism and 
Overseas Territories.” It became clear that in prewar East Asia, tourism and railways developed in 
a mutually complementary way even as their unique characteristics intensified.

研究分野： 観光史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の学術的意義は、これまであまり積極的な交流が見られなかった観光史および鉄道史の研究者が協働
し、「戦前期東アジア」という共通する考察対象の下、観光と鉄道のあいだに看取される相互性についての検討
を行った点にある。これにより、観光史、鉄道史ともに自らの立場を相対化しつつ、両者の相互補完的な関係を
強く認識することができた。
　本研究の社会的意義は、これまであまり研究成果が公開されていない「戦前期東アジア」における観光と鉄道
の相互性というテーマに対して、一定の成果を社会に還元することができた点にある。特に、最終年度に行った
公開シンポジウムはそのための手段として大きな役割を果たしたと言える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
（１）観光史的背景 
 本研究が開始された当初において、観光学における観光史的取組み（観光に対する歴史学的ア
プローチ）は、継続的に新たな知見を蓄積する傾向を見せつつあった。特にこうした動向は、日
本近代の領域において顕著であり、日本内地を考察対象とする研究、日本植民地を考察対象とす
る研究の双方において、その数、質ともに増加、向上の傾向にあった。 
 また、日本近代における観光を分析しようとする際、大量かつ高速、当時において大衆的で最
先端の交通手段であった鉄道の存在が極めて重要であることは言うまでもない。近年の観光史
研究においては、こうした鉄道の存在を重視するものが多く見られる。 
 これらの研究動向を背景とし、観光史に従事する研究者と鉄道史に従事する研究者が協働し
て研究活動を行うという本研究の着想に至った。 
 
（２）鉄道史的背景 
 本研究が開始された当初において、鉄道史（特に本研究において協働することとなった研究者
は主に鉄道に対する経済史的アプローチを採用している）による研究蓄積は言うまでもなく膨
大であった。そうしたなか、モノの流通や地域経済への影響、企業経営のありようなどといった
従来の鉄道史的関心とは異なる、人の移動や文化史的側面に着目しようとする動向が顕著にな
ってきていた。 
 こうした動向にもとづき、鉄道と観光の関係に着目しようとする鉄道史による観光へのアプ
ローチが活発化した。観光史に従事する研究者と鉄道史に従事する研究者が協働して研究活動
を行うという本研究の着想は、こうした鉄道史における研究動向をも背景としている。 
 
（３）「戦前期東アジア」という考察対象 
 上記したように、観光史、鉄道史ともに共通する関心領域は多く存在していたものの、本研究
が開始された当初において両研究領域を架橋するような試みはあまり多く見られなかった。ま
た、観光史にせよ、観光を対象とする鉄道史にせよ、日本国内あるいは日本植民地における個別
事例を取り上げる傾向が強く、また、考察対象とされる時代についても比較的限定する傾向が見
られた。 
 こうした動向を背景に、本研究では、観光史と鉄道史の相互性を担保しながら、日本国内／日
本植民地という考察地域間の連続性／非連続性について検討すべく、また、本研究に従事する 10
名の研究者によるこれまでの研究実績を踏まえ、「戦前期東アジア」という時空間を共通の考察
対象・検討課題として設定した。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、アジア・太平洋戦前期における東アジア地域を考察対象とし、東アジアの各
地で成立、発展、展開した観光と鉄道とのあいだに看取される有機的な相互関係を、「戦前期東
アジア」という時間的・空間的枠組みのなかで明らかにすることにある。 
 本研究では、東アジアを「日本内地」と「日本植民地」に大別し、計 10 名からなる研究組織
により、観光史と鉄道史の立場から個別研究の蓄積を行う。その後、考察地域や方法論をこえた
総合的な見地から一連の研究成果を再整理することにより、観光学への寄与を目指す。 
 
３．研究の方法 
（１）研究組織 
 本研究のメンバーは観光史と鉄道史の研究者 10 名からなっており、それぞれが専門とする領
域や地域は異なる。そのため、当初計画どおり 10 名を日本国内の事例を扱う「「内地」班」と、
日本植民地の事例を扱う「「外地」班」のふたつに分けて研究活動を行うこととなった。前者は
「戦前期東アジア」のなかでも日本内地において顕在化した事象を取り上げ、後者は「戦前期東
アジア」のなかでも日本植民地において顕在化した事象を取り上げることとしたが、両班間にお
いて緊密な連絡や研究成果の共有、有機的な情報交換を実現するため、下記のとおり定期的な会
合を研究会形式で行った。 
 
（２）個別研究の実施 
 上記のとおり、10名のメンバーは「内地」を考察対象とする者と「外地」を考察対象とする者
に二分された。当初計画どおり、最初の 2年間についてはメンバー各自が個別に研究を進め、定
期的に開催された研究会において研究成果の共有や情報交換を行った。また、メンバー各自は個
別研究を進めるなかで、書籍執筆、論文投稿、学会発表などのかたちで適宜研究成果を公表して
いった。 
 
（３）公開シンポジウムの開催 
当初計画どおり、研究活動の最終年度において、研究成果の総括と社会への還元を行うべく、

公開シンポジウムを企画、開催した。公開シンポジウムは「帝国日本の鉄道と観光」と銘打ち、
本研究グループを主催、研究代表者が所属する立教大学観光学部を共催として開催され、観光史
研究者や鉄道史研究者のみならず、近接領域の研究者や大学院生、一般人も多く参加した（参加



者は延べ約 60名にのぼる）。 
公開シンポジウムは、研究代表者による趣旨説明を皮切りに、「観光と政策」、「観光と鉄道」、

「観光と外地」の 3セッションによって構成され、各セッションでは 3名のメンバーによる個別
の研究報告に続いて外部から招いた研究者によるコメント、会場を含めた質疑応答が行われた。
また、公開シンポジウムの最後には、これまで観光に関わる鉄道史研究を牽引してきた最年長の
メンバーによる総括が述べられた。 
なお、10 名のメンバーのうち 1 名は公開シンポジウム開催時に海外にて研究活動に従事して

いたため、公開シンポジウムへの参加が叶わなかった。 
 
（４）具体的な実施スケジュール 
① 2017 年度 
 2017 年度は当初計画どおり、個別研究の実施とメンバー間における研究成果の共有による課
題の明確化を繰り返した。緊密な連絡や研究成果の共有、有機的な情報交換を実現するため、多
くのメンバーが参加して実施された研究会の具体的な開催スケジュールは次のとおりである。 

・2017 年 5月 21 日に立教大学池袋キャンパスにて開催 
・2017 年 9月 30 日に立教大学池袋キャンパスにて開催 
・2017 年 12 月 10 日に立教大学池袋キャンパスにて開催 

② 2018 年度 
 2018 年度は当初計画どおり、個別研究の実施とメンバー間における研究成果の共有による課
題の明確化を繰り返した。緊密な連絡や研究成果の共有、有機的な情報交換を実現するため、多
くのメンバーが参加して実施された研究会の具体的な開催スケジュールは次のとおりである。 

・2018 年 7月 1 日に立教大学池袋キャンパスにて開催 
・2018 年 11 月 24 日に立教大学池袋キャンパスにて開催 

③ 2019 年度 
 2019 年度は当初計画どおり、これまでの個別研究の成果を総括してひろく社会に還元するた
め、公開シンポジウムを企画した。そのため、多くのメンバーが参加する事前準備・検討会を次
のスケジュールで行い、各個別研究の成果共有ならびに各研究間の相互性などについての確認
を行った。 
 ・2019 年 7月 7 日に立教大学池袋キャンパスにて開催 

・2019 年 11 月 23 日に立教大学池袋キャンパスにて開催 
 こうした事前準備を経て 3セッション 9報告から構成されるプログラムを確定するとともに、
当初計画どおり、各報告に深く関係する知見を有する研究者 3 名をコメンテータとして国内外
から招聘し、次のとおり公開シンポジウムを開催した。 

・2019 年 12 月 22 日に立教大学池袋キャンパスにて開催 
 
４．研究成果 
（１）各メンバーによる成果 
① 千住 一（研究代表者） 
 国策として外客誘致政策が立案される過程における鉄道事業の位置づけを出発点として、一
連の研究活動を行った。論文執筆、図書執筆などにより研究成果の公表を行った。また、2017 年
度に開催された日本植民地研究会第 25 回全国研究大会では、「日本植民地における鉄道と観光」
という共通論題を組織し、問題提起を行った。なお、公開シンポジウムでは「観光と政策」のセ
ッションにおいて、「国際観光局と交通――国際観光委員会と東洋観光会議に着目して」という
タイトルで研究報告を行い、政策を切り口に観光と鉄道のあいだに看取される相互性の一端を
明らかにした。 
② 李 良姫（研究分担者） 
 朝鮮総督府鉄道局を中心として立案された観光政策の変遷過程を出発点として、一連の研究
活動を行った。論文執筆、図書執筆などにより研究成果の公表を行った。なお、公開シンポジウ
ムでは「観光と政策」のセッションにおいて、「日本統治期朝鮮における鉄道と観光政策」とい
うタイトルで研究報告を行い、政策を切り口に観光と鉄道のあいだに看取される相互性の一端
を明らかにした。 
③ 林 采成（研究分担者） 
 朝鮮において展開された朝鮮鉄道が経営に関わったホテルのありようを出発点として、一連
の研究活動を行った。論文執筆、学会発表、図書執筆などにより研究成果の公表を行った。また、
2017 年度に開催された日本植民地研究会第 25 回全国研究大会では、「日本植民地における鉄道
と観光」という共通論題を組織し、「旅中の休みの近代化――植民地期朝鮮における鉄道ホテル
の開業とその経営」というタイトルで研究報告を行い、後にそれを論文化した。なお、公開シン
ポジウムでは「観光と外地」のセッションにおいて、「日本占領下の山東鉄道の運営と沿線観光
の展開」というタイトルで研究報告を行い、外地を切り口に観光と鉄道のあいだに看取される相
互性の一端を明らかにした。 
④ 老川 慶喜（研究分担者） 
 日本内地各地における鉄道事業の展開とともに立ち上がっていった回遊列車を出発点として、
一連の研究活動を行った。論文執筆、図書執筆などにより研究成果の公表を行った。なお、公開



シンポジウムでは「観光と鉄道」のセッションにおいて、「回遊列車の流行――明治期日本の鉄
道と「行楽」」というタイトルで研究報告を行い、鉄道事業を切り口に観光と鉄道のあいだに看
取される相互性の一端を明らかにした。 
⑤ 高 媛（研究分担者） 
 満洲において展開された南満洲鉄道株式会社が経営に関わったヤマトホテルのありようを出
発点として、一連の研究活動を行った。論文執筆、図書執筆などにより研究成果の公表を行った。
また、2017 年度に開催された日本植民地研究会第 25 回全国研究大会では、「日本植民地におけ
る鉄道と観光」という共通論題を組織し、「満鉄の観光映画――『内鮮満周遊の旅・満洲篇』（1937
年）を中心に」というタイトルで研究報告を行い、後にそれを論文化した。なお、公開シンポジ
ウムでは「観光と政策」のセッションにおいて、「戦前における日本人学生の満洲旅行――在満
日本人社会との連動を中心に」というタイトルで研究報告を行い、外地を切り口に観光と鉄道の
あいだに看取される相互性の一端を明らかにした。 
⑥ 杉山 里枝（石井 里枝）（研究分担者） 
 中京圏のなかでも、特に名古屋鉄道が行った観光地開発のありようを出発点として、一連の研
究活動を行った。論文執筆などにより研究成果の公表を行った。海外にて研究活動に従事してい
たため、公開シンポジウムへの参加が叶わなかったが、鉄道事業を切り口に観光と鉄道のあいだ
に看取される相互性の一端を明らかにする研究成果を公表している。 
⑦ 曽山 毅（研究分担者） 
 台湾における鉄道事業の展開とともに活発化、複雑化した修学旅行を出発点として、一連の研
究活動を行った。論文執筆などにより研究成果の公表を行った。また、2017 年度に開催された
日本植民地研究会第 25回全国研究大会では、「日本植民地における鉄道と観光」という共通論題
を組織し、「日本統治期台湾の教育機関における修学旅行」というタイトルで研究報告を行い、
後にそれを論文化した。なお、公開シンポジウムでは「観光と鉄道」のセッションにおいて、「『台
湾鉄道旅行案内』における視察・観光対象の分布と旅行空間――台湾総督府発行「史蹟名勝天然
記念物事業関連報告書」との比較を通じて」というタイトルで研究報告を行い、鉄道事業を切り
口に観光と鉄道のあいだに看取される相互性の一端を明らかにした。 
⑧ 高嶋 修一（研究分担者） 
 日本内地各地における鉄道事業の展開とともに高度化されていった供食サービスを出発点と
して、一連の研究活動を行った。論文執筆、学会発表、図書執筆などにより研究成果の公表を行
った。なお、公開シンポジウムでは「観光と鉄道」のセッションにおいて、「日本の鉄道供食産
業に関する史的考察――1920〜30 年代の東海道線・東華軒と駅弁事業」というタイトルで研究
報告を行い、鉄道事業を切り口に観光と鉄道のあいだに看取される相互性の一端を明らかにし
た。 
⑨ 平井 健介（研究分担者） 
 台湾における鉄道事業の展開とともに立ち上がっていった旅行記を出発点として、一連の研
究活動を行った。論文執筆、学会発表、図書執筆などにより研究成果の公表を行った。なお、公
開シンポジウムでは「観光と外地」のセッションにおいて、「日本植民地期台湾における旅人宿
の整備」というタイトルで研究報告を行い、外地を切り口に観光と鉄道のあいだに看取される相
互性の一端を明らかにした。 
⑩ 渡邉 恵一（研究分担者） 
 九州圏のなかでも、特に島原鉄道が行った観光地開発のありようを出発点として、一連の研究
活動を行った。論文執筆、学会発表などにより研究成果の公表を行った。なお、公開シンポジウ
ムでは「観光と政策」のセッションにおいて、「戦前期雲仙における観光客と国際観光政策」と
いうタイトルで研究報告を行い、政策を切り口に観光と鉄道のあいだに看取される相互性の一
端を明らかにした。 
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なお、各メンバーによる個別研究を基盤として開催された公開シンポジウムでの成果は、シン
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